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案している O この方式は， LD励起固体レーザードライパーに必要な大面積ディスクのガス冷却に有用な方法である
ことを示している。
第 4 章では， LD励起固体レーザードライパーに必要なピーク光出力強度と駆動パルス幅を有し，現在入手可能で
旦つ標準的なパルス駆動高出力 2 次元LDアレイの出力光の波長チャーピング量を測定するとともに， 2 次元 LD ア
レイの熱解析を行い，その原因を明確にしている o また，新たに開発した手法を用いて， 2 次元LDアレイの波長チャー
ピングも含めた出力光スペクトル特性を測定している。これらの結果から， LD励起固体レーザードライパー用には
5nm 程度の励起波長帯幅をもっ固体レーザー材料が有望であることを示している。
第 5 章では，励起波長帯幅の広いLD励起固体レーザーとして LD励起 Nd: YV04 レーザーと LD励起 Nd:CNGG
レーザーの分光学的特性とレーザー特性について述べている。 Nd: YV04 レーザーはその結晶の誘導放出断面積が
Nd: YAGの3.3倍も大きく，高効率な cwレーザーとして有望であることを示している。また Nd:CNGG レーザー
は CNGG 結晶のディスオーダー性により励起光吸収帯幅が広く， LDアレイ励起に適した高ピークパワー・高繰り
返しレーザーとして有望であることを示しているo















開発した概念、設計手法により， 5 種 (LHG8 ガラス， HAPガラス， Nd: シリカガラス， Nd: Y AG結晶， Nd: 
Y: CaF2 の結晶)の典型的な固体レーザー材料による LD励起固体レーザードライパーの概念設計を行っている。
設計の仕様は波長350nm でレーザー出力 4MJ，レーザー総合効率12%，繰り返し率12Hz であり，その結果， 3 種
の固体レーザー材料 (HAP4 ガラス， Nd: シリカガラス， Nd : Y : CaF2結晶)で設計されたドライパーは，技術
的，経済的に実現可能なレベルにあることが示されている o
開発した概念設計手法を応用して， LD励起固体レーザードライパーに望まれる固体レーザー材料の物性値につ





















(4) 励起波長帯の広い LD励起 Nd: YV04 レーザーと LD励起 Nd:CNGG レーザーを開発し，その分光学的特性
とレーザー特性について明らかにしているO
ρhu a性
Nd: YV04 レーザーは実効誘導放出断面積がNd: YAGの3.3倍も大きく， Nd: YAGよりも高効率で小型化
が可能な CW レーザーとして有望であることを示し，また， Nd: YV04 は LD励起波長に対する吸収係数が Nd:
YAGの 6 倍以上も大きいため LD励起波長の変化に対する励起光吸収長の変化が小さく，結果として LD励起
発振出力の励起波長依存性が小さいことを明らかにしている。
ディスオーダード結晶をホストとする新しいタイフ。の固体レーザーであるNd:CNGG レーザーについて発振実
験を行い， LD励起ディスオーダード結晶レーザーとしては，世界最高のスロープ効率 (24.2%) と光一光エネル
ギ一変換効率(19.3%) を達成している o Nd: CNGG レーザーは CNGG 結晶のディスオーダード性により励起光
吸収帯幅が Nd: YAG の 4 倍も広く，このため LD励起発振出力の励起波長依存性が小さいことを明らかにして
いる。また， LD アレイで励起した場合には Nd: YAGよりも高い励起密度を達成でき， LD アレイ励起による
高ピークパワー，高繰り返しのレーザーとして有用であることを示しているO















している。次にディスクの大面積均一冷却に有用な冷却方式の考案， 2 次元LD アレイの発振光スペクトル特性の測
定，励起波長帯の広い LD励起固体レーザーの開発，再生増幅器の高エネルギー抽出効率の実証，国体レーザー材料
の性能評価システムの構築など，基礎的検討を行い， LD励起固体レーザードライパーの開発に関して有用な知見を
得ている。これらの知見は， LD励起固体レーザーによるレーザー核融合炉用ドライパーの開発に寄与するのみなら
ず， LD励起大出力固体レーザーの性能・実用性・生産性の向上，応用分野の拡大などにも有用であり，核融合工学
に寄与する所大であるO よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
